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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
世
界
に
広
が
り
続
け
て
い
る
。

そ
の
脅
威
を
前
に
、
透
明
性
の
あ
る
行
政
、
国
と
自
治
体
の
役
割
と

責
任
、
そ
し
て
医
療
、
雇
用
な
ど
、
人
々
の
生
命
と
生
活
を
守
る
基

盤
が
い
か
に
重
要
か
、
私
た
ち
は
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
感
染
捷
大
を
防
ぐ
た
め
の

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
非
常
事
態
の
中
、
国

会
で
は
不
要
不
急
の
法
案
審
議
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

自
然
災
害
や
大
事
故
、
金
融
危
機
な
ど
未
曽
有
の
惨
事
が
起
こ
っ

た
際
、
混
乱
に
乗
じ
て
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
政
策
を
実

行
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
、
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
は
「
シ
ョ
ッ
ク
・

ド
ク
ト
リ
ン
（
惨
事
便
乗
型
資
本
主
義
）
」
と
批
判
し
た
。
彼
女
は
今
回

も
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
便
乗
型
）
資
本
主
義
」
が
進
行
し
て

い
る
と
国
際
社
会
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

日
本
で
進
行
す
る
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
一
つ
が
、
国
会
で

審
議
中
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
で
あ
る
。
そ
の
問
題
点
を
人
権
、

自
治
、
地
方
創
生
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
。

問
題
だ
ら
け
の
国
家
戦
略
特
区

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
は
、
国
家
戦
略
特
区
制
度
の
も
と
新
た

に
設
置
さ
れ
る
し
く
み
で
あ
る
。
国
家
戦
略
特
区
は
、
加
計
学
園
問

題
で
安
倍
首
相
の
「
お
友
だ
ち
優
遇
特
区
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
ず
概
要
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
行
政
改
革
・
規
制
改
革
は
加
速
し
、
政

府
の
諮
問
会
議
等
に
財
界
メ
ン
バ
ー
や
有
識
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
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登
用
さ
れ
、
「
規
制
＝
悪
」
と
い
う
単
純
な
図
式
に
沿
っ
て
そ
の
撤

廃
・
緩
和
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
第
二
次

安
倍
内
閣
が
成
長
戦
略
の
柱
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
の
が
国
家
戦
略

特
区
だ
。
地
域
を
限
定
し
、
大
胆
な
規
制
緩
和
や
税
制
優
遇
を
す
る

こ
と
で
民
間
投
資
を
引
き
寄
せ
、
「
世
界
で
一
番
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
や

す
い
環
境
」
を
つ
く
る
と
謳
わ
れ
た
。
そ
の
根
拠
法
は
二
〇
二
二
年

一
二
月
に
成
立
し
た
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
」
で
あ
る
。

国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
現
在
一
二
の
区
域
で
、

こ
れ
ま
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
農
地
内
設
置
や
特
区
民
泊
の
創
設
、

都
市
公
園
内
保
育
所
設
置
の
解
禁
、
創
業
外
国
人
材
の
入
国
規
制
緩

和
な
ど
計
三
五
四
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

開
始
か
ら
約
六
年
を
経
て
、
国
家
戦
略
特
区
に
は
様
々
な
問
題
や

限
界
が
見
え
て
い
る
。
ま
ず
三
五
四
の
認
定
事
業
の
う
ち
、
全
国
展

開
し
た
の
は
八
事
業
の
み
で
、
日
本
全
体
に
規
制
改
革
が
広
が
っ
て

は
い
な
い
。
威
勢
の
よ
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
わ
り
に
は
、
そ
の

波
及
効
果
は
極
め
て
小
さ
な
も
の
な
の
だ
。
開
始
当
初
、
政
府
は

「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
（
世
界
銀
行
）
で
、

O
E
C
D
諸
国
内
で
三
位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
」
（
二
〇
一
四
年

時
点
で
一
五
位
）
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
し
か
し
日
本
の
順
位
は
む

し
ろ
年
々
低
下
し
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
同
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
一

八
位
に
後
退
し
た
。
経
済
政
策
と
し
て
は
明
ら
か
な
失
敗
で
あ
る
。

な
ぜ
規
制
改
革
が
全
国
に
展
開
せ
ず
、
経
済
成
長
に
も
つ
な
が
ら

な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
国
家
戦
略
特
区
が
、
自
治
体
の
実
態
や
ニ
ー

ズ
よ
り
も
官
邸
の
意
向
あ
り
き
で
立
案
さ
れ
、
各
省
庁
を
飛
び
越
え

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
ら
れ
て
き
た
点
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
決
定
プ
ロ
セ
ス
も
透
明
性
が
低
く
、
特
定
の
委
員
や
そ
の
関

連
企
業
な
ど
利
害
関
係
者
の
影
響
へ
の
疑
い
も
強
い
。
そ
の
象
徴
的

な
事
例
が
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
問
題
で
、
首
相
の
圧
力
（
な

い
し
は
官
僚
の
付
度
）
に
よ
っ
て
公
正
な
判
断
が
歪
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
追
及
さ
れ
た
『
竹
中
平
蔵
氏
が
会
長
や
社
外
取
締
役
を
務

め
る
企
業
が
事
業
を
受
注
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
事
業
が
利
益
相
反
の
事
例
で
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
開
始
か
ら
三
年
ほ
ど
が
経
っ
た
後
は

申
請
事
業
数
も
伸
び
悩
み
、
国
家
戦
略
特
区
は
次
第
に
求
心
力
を
失

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
は

こ
う
し
た
中
、
政
府
が
国
家
戦
略
特
区
の
新
計
画
と
し
て
大
々
的

に
打
ち
出
し
た
の
が
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年

一
〇
月
、
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
実
現
に
向
け
た
有
識
者
懇
談

会
」
（
座
長
は
竹
中
平
蔵
氏
）
が
設
置
さ
れ
、
五
回
の
会
議
が
持
た
れ
た

上
で
、
二
〇
一
九
年
二
月
に
「
最
終
報
告
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
は
、
「
A
I
（
人
工
知
能
）
や
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
活
用
し
、
社
会
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
よ
う
な
最
先


